
　

宝
蔵
会
の
皆
様
に
は
日
頃
、宇
治
別
格
本
山
の
諸
活

動
に
、
ご
協
力
、
ご
愛
念
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
一
九
年
八
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

六
十
四
回
宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
盂
蘭
盆

供
養
大
祭
は

中
止
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
四
年

ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

八
月
十
八
日

の
「
自
然
災

害
並
び
に
世

界
規
模
感
染

症
物
故
者
追

悼
慰
霊
祭
」

と
十
九
日
の

「
宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大
祭　

本
祭
」
は
、
総
裁
・

谷
口
雅
宣
先
生
が
斎
主
と
し
て
ご
奉
祀
く
だ
さ
り
、白

鳩
会
総
裁
・
谷
口
純
子
先
生
に
ご
臨
席
頂
き
、
滞
り
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
ま
し
た
。皆
様
方
の
ご
協
力
ご
愛

念
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
の
他
に
、
熱
中
症

に
対
す
る
注
意
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。特
に
十
八
日
の

「
自
然
災
害
並
び
に
世
界
規
模
感
染
症
物
故
者
追
悼
慰

霊
祭
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、事
前
に
「
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
」
が
京
都
府
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
ら
、同
祭
典

は
自
然
災
害
物
故
者
慰
霊
塔
前
で
は
な
く
、大
拝
殿
か

ら
遙
拝
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。京

都
府
で
は
八
月
に
入
っ
て
連
日
の
よ
う
に
同
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、不
思
議
と

祭
典
の
前
日
と
当
日
の
朝
に
は
、同
ア
ラ
ー
ト
は
発
令

さ
れ
ず
、予
定
通
り
自
然
災
害
物
故
者
慰
霊
塔
前
で
執

り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。翌
十
九
日
は
午
前
九
時

か
ら
大
拝
殿
に
お
き
ま
し
て
、「
宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供

養
大
祭　

本
祭
」
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、滞
り
な
く

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
祭
（
次
頁
に
続
く
）

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
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典
の
中
で
、
こ
の
一
年
間
に
昇
天
さ
れ
ま
し

た
、
四
十
二
柱
の
特
別
幹
部
物
故
者
の
御
霊

様
の
祭
文
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
霊
牌
祭
祀
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
宝
蔵
神
社
の
霊
殿
に
祭
祀
さ
れ
て
、
一

年
以
上
経
過
し
た
霊
牌（
三
七
九
万
六
九
三
九

柱
）
に
つ
き
ま
し
て
、
八
月
十
六
日
に
「
送

霊
祭
・
み
た
ま
ぬ
き
の
儀
」
を
、
引
き
続
き

「
霊
牌
奉
送
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
、
翌
十
七

日
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
は
「
送
霊
祭
・
浄

火
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
て
、全
て
の
霊
牌
は

浄
火
焼
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
大
祭
に
向
け
て
、
全
国
各
教

区
及
び
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
台
湾
等
の
海
外
か
ら
送
ら
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
霊
牌
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
別

格
本
山
の
本
部
講
師
（
補
）
を
は
じ
め
、
職

員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
研

修
生
が
招
霊
祭
員
と
な
っ
て
、
五
回
の
「
霊

牌
合
祀
祭
」
を
執
り
行
い
、
全
て
の
霊
牌
を

奉
安
祭
祀
い
た
し
ま
し
た
。

　

祭
祀
さ
れ
た
霊
牌
は「
一
〇
八
万
一
四
四
一

柱
」
で
し
た
。

　

新
た
に
祭
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
様
は
、

日
々
聖
経
読
誦
の
供
養
を
受
け
て
、
霊
界
に

お
い
て
ま
す
ま
す
自
由
自
在
の
境
涯
に
昇
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
守
り
神
と
し
て
お
働

き
下
さ
り
、
さ
ら
に
、
本
尊
神
霊
の
諸
神
諸

菩
薩
様
の
お
導
き
と
お
守
り
の
も
と
、
人
類

　

八
月
十
七
日
は
早
朝
行
事
の
先
導
の
担
当

で
し
た
。
そ
の
朝
の
大
拝
殿
に
は
、
穏
や
か

で
安
ら
か
な
雰
囲
気
の
中
に
、「
い
よ
い
よ

総
裁
先
生
ご
夫
妻
を
お
迎
え
す
る
こ
と
で
き

る
」
と
い
う
悦
び
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
祭
は
四
年
ぶ
り
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
と

は
状
況
も
違
い
、
私
た
ち
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
祭
司
部
で
は
、
神
舞

姫
の
三
名
全
員
が
「
宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養

大
祭
」
を
全
く
経
験
し
て
い
な
い
と
い
う
奇

蹟
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

神
舞
姫
さ
ん
た
ち
は
さ
ぞ
緊
張
し
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
と
、
私
は
入
山
し
た
ば
か
り
の

頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
大
祭
の
三
日
間
は

す
べ
て
が
初
め
て
の
経
験
で
、
あ
れ
よ
、
あ

れ
よ
と
、
右
往
左
往
し
て
い
る
間
に
通
り
過

ぎ
て
い
っ
た
と
い
う
記
憶
で
し
た
が
、
境
内

は
活
気
に
満
ち
て
、「
総
裁
先
生
ご
夫
妻
の
お

出
ま
し
を
、
ご
先
祖
と
共
に
心
か
ら
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
」
と
い
う
想
い
が

こ
だ
ま
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
参

道
に
は
提
灯
が
取
り
付
つ
け
ら
れ
、
あ
か
り

が
灯
さ
れ
て
い
て
、
風
に
そ
よ
ぐ
光
景
を
見

て
、
幽
玄
な
雰
囲
気
に
感
極
ま
っ
た
あ
の
気

持
ち
は
、
今
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
週
間
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、
八
月
に

入
り
、
ど
ん
ど
ん
大
祭
モ
ー
ド
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
ひ
と
り
の
神
舞
姫
さ
ん
に
「
最
近
、

ど
う
で
す
か
？
」と
声
を
掛
け
ま
し
た
。す
る

と
、「
こ
の
前

の
霊
牌
合
祀

祭
で
、
満
足

さ
ん
と
い
う

苗
字
の
霊
牌

を
見
つ
け
た

ん
で
す
。〝
満

光
明
化
運
動
・
国
際
平
和
信
仰
運
動
に
霊
界

か
ら
お
働
き
下
さ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

わが行くところ成功と勝利のみあり

随想

明
る
い
心
は
明
る
い
心
を
よ
ぶ
祭 

司 

部
岡
田
伊
都
子
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足
さ
ん
〟
っ
て
い
う
苗
字
、
す
ご
く
な
い
で

す
か
？
〝
満
足
さ
ん
〟、〝
満
足
さ
ん
〟
っ
て

い
つ
も
呼
ば
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
満
足
さ

ん
っ
て
、
い
い
な
ぁ
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　

満
足
と
い
う
言
葉
は
、
心
が
満
ち
足
り
て

い
る
さ
ま
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
満
足
家
と

い
う
苗
字
の
霊
牌
を
目
に
し
て
、
そ
の
よ
う

に
受
け
止
め
る
感
性
と
、
緊
張
感
の
漲
る
こ

の
時
期
に
、
そ
れ
も
楽
し
も
う
と
す
る
心
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
日
か
ら
、
彼
女
に
は
「
満
足
さ

ん
」
と
い
う
言
葉
で
声
を
掛
け
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
他
の
神
舞
姫
さ
ん
た
ち
と
も
「
あ

な
た
は
素
晴
し
い
神
の
子
さ
ん
で
す
。
私
も

素
晴
ら
し
い
神
の
子
で
す
」
と
、
練
成
会
で

行
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
お
互
い
を
祝
福
の

言
葉
で
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

谷
口
清
超
先
生
は
『
智
慧
と
愛
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
』
の

中
で
、「『
感

謝
の
心
』
が

『
感
謝
の
心
』

を
呼
ぶ
の
で

あ
り
、『
明

る
い
心
』
が

　

こ
の
度
教
化
部
長
の
ご
愛
念
に
よ
り
、
教

化
部
職
員
二
日
間
交
代
で
受
講
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
達
、
職
員
の
皆
様
、
研
修
生
の
皆

様
の
て
き
ぱ
き
と
し
た
立
ち
振
る
舞
い
や
服

装
、
見
習
う
べ
き
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

宇
治
駅
に
到
着
し
て
お
迎
え
の
バ
ス
に

乗
っ
た
と
た
ん
、
気
持
ち
は
別
世
界
に
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

私
は
見
か
け
は
明
る
い
の
で
す
が
病
気
ば

か
り
し
て
い
て
、「
何
故
三
姉
妹
の
中
で
他
の

姉
妹
は
健
康
な
の
に
私
だ
け
が
…
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　

頭
で
は
真
理
は
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
が
講
話
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
、
心
の

深
い
と
こ
ろ
で
劣
等
感
が
あ
り
、
い
つ
も
周

り
に
気
づ
か
い
し
て
喜
べ

『
明
る
い
心
』
を
呼
ぶ
の
だ
。」
と
お
書
き
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

神
舞
姫
さ
ん
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
を
生
か
し
な
が
ら
補
い
合
っ
て
、
懸
命
に

大
祭
の
準
備
を
し
て
い
る
姿
を
、
私
は
と
て

も
愛
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
二
十
日
の
朝
、「
今
朝
の
日
供
も
暑

か
っ
た
ぁ
」
と
神
舞
姫
さ
ん
の
屈
託
の
な
い

声
が
響
き
、
各
々
の
役
割
を
無
事
に
果
た
し

終
え
た
満
足
感
が
充
分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

宝
蔵
神
社
と
各
社
の
日
供
は
、
一
年

三
百
六
十
五
日
行
わ
れ
、
祥
月
命
日
供
養
祭

も
、
新
年
祭
や
大
祭
で
繰
り
上
げ
て
執
り
行

わ
れ
る
期
間
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
絶
え
間
な
く
続
く
こ
と
で
、
培

わ
れ
受
け
継
が
れ
る
大
切
な
何
か
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
祭
は
、
二
十
代
半
ば
の
神
舞
姫

さ
ん
た
ち
の
よ
う
な
若
い
新
た
な
人
た
ち
へ

と
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
、

希
望
に
満
ち
た
大
祭
で
し
た
。

人生無限 あなたは永遠

（
６
頁
に
続
く
）

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

Ｒ
．
Ｔ   

（
60
代
）〈
女
性
〉
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日付・曜日 日付・曜日 時　間 講話 及び 行 講　師 テキスト

2日 土 自分を好きになる

10:20～11:05 開会の祈り・神のみ、善のみが実在 榎本　一子『二百字日記１』『如意自在の智慧365章』
11:15～12:00 かけがえのない神の子のあなた 鵜飼　俊光『二百字日記１』『如意自在の智慧365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 自分の善さを認め、表現しよう 岡田　浩二『二百字日記１』『如意自在の智慧365章』
14:15～15:00 生長と悦びを味わって生きる 清水　志郎『二百字日記１』『如意自在の智慧365章』
15:00～15:35 「自己礼拝の神想観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

3日 日 明るく楽しく
生きよう

10:20～11:05 開会の祈り・誰の中にもある神の子の光 清水　志郎『二百字日記１』『如意自在の智慧365章』
11:15～12:00 明るいとは、あなたらしく生きること 榎本　一子『二百字日記１』『如意自在の智慧365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 明るさが明るい人生を引き寄せる 小野　大作『二百字日記１』『如意自在の智慧365章』
14:00～14:45 光明の生活法 堀端　芳樹『二百字日記１』『如意自在の智慧365章』
14:45～15:20 「感謝誦行」実修・閉会の祈り 榎本　一子

9日 土 世界は
愛に満ちている

10:20～11:05 開会の祈り・万物の奥に神の愛がある 岡田　浩二『人類同胞大調和六章経』『夢の地平線』
11:15～12:00 愛と感謝から幸福が始まる 千羽　真平『人類同胞大調和六章経』『夢の地平線』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 千羽　椋子
13:15～14:00 真理と生活 堀端　芳樹『人類同胞大調和六章経』『夢の地平線』
14:15～15:00 行く先はただ光のみ 榎本　一子『人類同胞大調和六章経』『夢の地平線』
15:00～15:35 「神を讃える神想観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

10日 日 幸せは
神の子の自覚から

10:20～11:05 開会の祈り・神はすべてを遍く射照らす光 榎本　一子『人類同胞大調和六章経』『夢の地平線』
11:15～12:00 あなたは神の子、運命の主人公 阿部　秀輝『人類同胞大調和六章経』『夢の地平線』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 思い切って立ち上がれ、道はそこから開けていく 新宮　　一 『人類同胞大調和六章経』『夢の地平線』
14:00～14:45 すべての生命に祝福礼拝 清水　志郎『人類同胞大調和六章経』『夢の地平線』
14:45～15:20 「観普賢菩薩行法」実修・閉会の祈り 清水　志郎

16日 土 悦びの
先祖流産児供養

10:20～11:05 開会の祈り・生き通しの生命（いのち） 岡田　浩二『二百字日記１』『伸び行く日々の言葉』
11:15～12:00 悦びの先祖・流産児供養について 堀端　芳樹『霊供養入門』
12:00～13:15 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:15～14:00 生かされていることに感謝しよう 岡田 伊都子『二百字日記１』『伸び行く日々の言葉』
14:15～15:00 あなたは必ず幸せになれる 清水　志郎『二百字日記１』『伸び行く日々の言葉』
15:30～16:30 「先祖・流産児供養祭」

17日 日 すべてを生かし
万物と調和する

10:20～11:05 開会の祈り・神ハ愛也善一元 清水　志郎『二百字日記１』『伸び行く日々の言葉』
11:15～12:00 愛を与えたとき、自分も救われる 小野　大作『二百字日記１』『伸び行く日々の言葉』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 大調和の生活を送るには 榎本　一子『二百字日記１』『伸び行く日々の言葉』

14:00～14:45 神の子の光が世界を照らす
～神・自然・人間の大調和する世界へ～ 岡田　浩二『二百字日記１』『伸び行く日々の言葉』

14:45～15:20 「四無量心を行ずる神想観」実修・閉会の祈り 岡田　浩二

23日 土 祈り合いの神想観

10:20～11:05 開会の祈り・無いものは無い！神のみが実在！ 岡田　浩二『夢の地平線』『神と偕に生きる真理365章』
11:15～12:00 常に祈りと共に ～神想観は素晴らしい～ 阿部　秀輝『夢の地平線』『神と偕に生きる真理365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　　千穂
13:15～14:00 心明るく、和顔、愛語で 清水　志郎『夢の地平線』『神と偕に生きる真理365章』
14:15～15:00 祈りは必ず叶えられる 榎本　一子『夢の地平線』『神と偕に生きる真理365章』
15：00～15:35 「祈り合いの神想観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

24日 日 運命は変えられる

10:20～11:05 開会の祈り・
神の護りは完璧であり、神の導きは完全である 清水　志郎『夢の地平線』『神と偕に生きる真理365章』

11:15～12:00 過去はない、今を完全に生きよ 千羽　真平『夢の地平線』『神と偕に生きる真理365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 輝く未来が待っている 新宮　　一 『夢の地平線』『神と偕に生きる真理365章』
14:00～14:45 心と運命 堀端　芳樹『夢の地平線』『神と偕に生きる真理365章』
14:45～15:20 「実相円満誦行」実修・閉会の祈り 岡田　浩二

30日 土 「浄　心　行」

10:20～11:05 開会の祈り・罪本来なし！ 榎本　一子『二百字日記１』『人生の断想』
11:15～12:00 新生の悦び ～浄心行の意義・説明～ 清水　志郎『新しい文明を築こう・中巻』
12:00～13:00 浄心行用紙記載・昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 藤本　和博
13:15～14:00 父母の愛に導かれて 岡田 伊都子『二百字日記１』『人生の断想』
14:10～15:25『浄心行』実修・閉会の祈り 岡田　浩二 聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』

（10月）
1日 日 調和した生活を

送るには

10:20～11:05 開会の祈り・永遠の拠り所は「神」のみ 岡田　浩二『二百字日記１』『人生の断想』
11:15～12:00 どんな境遇も魂を磨くための砥石 榎本　一子『二百字日記１』『人生の断想』
12:00～13:00 昼食・休憩 ※昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 心から赦したとき、人生が変わる 鵜飼　俊光『二百字日記１』『人生の断想』
14：00～14：45 神の子の自覚を深める 堀端　芳樹『二百字日記１』『人生の断想』
14：45～15：20 「如意宝珠観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

生命が愛に輝くとき 不死の境涯に入る

９月  ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム
聴講希望者は、三密を避け感染防止対策を行った上、40 名まで参加できます。

〈会場：大講堂〉

宝　　蔵 No.105
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◆受付対象者（現時点では以下の方が対象です。ご理解のほどよろしくお願いいたします。）
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方
・遠方にお住まい等の理由で、両日参加するには宿泊施設を必要とされる方

◆料金
４,５００円＋土曜日の昼食代(御随意)
（4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費(１泊食事付)＝1,500円》です）

◆申し込み方法等
・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部：0774－21－2153）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ宿泊できます(金曜日からの宿泊はできません)。
・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。
※宿泊条件等でご相談がありましたら練成部までご連絡ください

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎え
のバスを手配いたします。

・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた
します。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよ

ろしくお願い申し上げます。）

「宿泊案内手引き」

◆受付対象者（現時点では以下の方が対象です。ご理解のほどよろしくお願いいたします。）
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方
・遠方にお住まい等の理由で、両日参加するには宿泊施設を必要とされる方

◆料金
４,５００円＋土曜日の昼食代(御随意)
（4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費(１泊食事付)＝1,500円》です）

◆申し込み方法等
・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部：0774－21－2153）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ宿泊できます(金曜日からの宿泊はできません)。
・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。
※宿泊条件等でご相談がありましたら練成部までご連絡ください

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎え
のバスを手配いたします。

・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた
します。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよ

ろしくお願い申し上げます。）

「宿泊案内手引き」

◆受付対象者（現時点では以下の方が対象です。ご理解のほどよろしくお願いいたします。）
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方
・遠方にお住まい等の理由で、両日参加するには宿泊施設を必要とされる方

◆料金
４,５００円＋土曜日の昼食代(御随意)
（4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費(１泊食事付)＝1,500円》です）

◆申し込み方法等
・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部：0774－21－2153）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ宿泊できます(金曜日からの宿泊はできません)。
・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。
※宿泊条件等でご相談がありましたら練成部までご連絡ください

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎え
のバスを手配いたします。

・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた
します。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよ

ろしくお願い申し上げます。）

「宿泊案内手引き」

◆受付対象者（現時点では以下の方が対象です。ご理解のほどよろしくお願いいたします。）
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方
・遠方にお住まい等の理由で、両日参加するには宿泊施設を必要とされる方

◆料金
４,５００円＋土曜日の昼食代(御随意)
（4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費(１泊食事付)＝1,500円》です）

◆申し込み方法等
・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部：0774－21－2153）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ宿泊できます(金曜日からの宿泊はできません)。
・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。
※宿泊条件等でご相談がありましたら練成部までご連絡ください

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎え
のバスを手配いたします。

・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた
します。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよ

ろしくお願い申し上げます。）

「宿泊案内手引き」

◆受付対象者（現時点では以下の方が対象です。ご理解のほどよろしくお願いいたします。）
・土日両日参加し、全講話を受講予定の方
・遠方にお住まい等の理由で、両日参加するには宿泊施設を必要とされる方

◆料金
４,５００円＋土曜日の昼食代(御随意)
（4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費(１泊食事付)＝1,500円》です）

◆申し込み方法等
・宿泊２日前の木曜日の１７時までに、お電話（練成部：0774－21－2153）により
予約手続きをしてください。

・土曜日の夜一泊のみ宿泊できます(金曜日からの宿泊はできません)。
・その他詳細につきましては、ホームページまたは右のＱＲコード
より「宿泊案内手引き」をご覧ください。
※宿泊条件等でご相談がありましたら練成部までご連絡ください

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆以下の症状に該当する方は参加不可となります
体温 度以上の方、咳が出る等体調不良の方
※受付で検温を実施いたします

◆参加に当たっての主な注意事項
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。

※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎え
のバスを手配いたします。

・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
となっており、出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発いた
します。希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよ

ろしくお願い申し上げます。）

「宿泊案内手引き」

あなたにはまだ気づかない大きな力がある それを自覚せよ

宝　　蔵令和５年９月１日
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を
コ
ト
バ
で

丁
寧
に
丁
寧

に
認
め
て
い

く
」
と
い
う

言
葉
が
と
て

も
心
に
残
り

ま
し
た
。

　

榎
本
講
師
か
ら
は
「
神
の
子
の
生
き
方
は
、

安
心
し
て
生
き
る
こ
と
」
だ
と
聴
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
神
癒
祈
願
な
ど
の
祈
り
を
出
す
と

き
は
、
書
く
時
か
ら
（
書
く
前
か
ら
）「
す
で

に
祈
り
は
効
か
れ
て
い
る
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
思
う
こ
と
が
大
事
。
ど
ん
な
に
欲

張
っ
て
も
い
い
！
「
す
で
に
こ
う
な
り
ま
し

た
。
既
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
思
う
こ

と
が
大
事
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
宮
講
師
か
ら
は
「
神
想
観
を
感
謝
観
に

す
る
」、
ま
た
自
分
の
事
を
拝
む
時
間
と
自
分

以
外
の
こ
と
を
拝
む
時
間
の
両
方
を
す
る
と

よ
い
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

岡
田
浩
二
講
師
の
「
実
体
の
な
い
物
質
に

振
り
回
さ
れ
る
の
は
迷
い
。
全
て
の
人
、
物
、

事
の
奥
に
働
く
神
の
み
が
実
在
。
そ
し
て
、

唯
々
観
ず
る
こ
と
が
尊
い
」
と
い
う
言
葉
が

と
て
も
印
象
的
で
心
に
残
り
ま
し
た
。

　
「
祈
り
合
い
の
神
想
観
」
実
修
で
は
、
祈
る

方
、
祈
ら
れ
る
方
、
す
べ
て
が
一
つ
と
い
う

実
感
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
講
師
の
皆
様
方
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昼
食
で
は
と
て
も
お
い
し
い
う
ど
ん
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
愛
念
の
詰
ま
っ
た
食
事
を
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
勉
強
に
な
り
、
有
意
義
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
宇
治
別
格
本
山
の
「
一
日
講
話
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
心
が
浄
ま

り
、
貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
の
今
の
明
る
さ
か
ら
は
、
過
去

は
攻
撃
的
で
、
引
き
こ
も
り
、
う
つ
病
を
経

験
さ
れ
て
い
た
な
ん
て
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
生
長
の
家
の
信
仰
を
続
け
ら

れ
、
こ
こ
ま
で
変
わ
ら
れ
た
事
に
只
々
ビ
ッ

ク
リ
！
尊
敬
で
す
。
私
も
神
想
観
を
丁
寧
に

積
み
重
ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
宮
講
師
が
中
高
生
練
成
会
で
「
悪
は
な

い
！
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
と

感
じ
ら
れ
て
、
中
学
二
年
生
か
ら
神
想
観
を

続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
本
当
に
す
ご
い
と

な
い
自
分
が
い
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
い
つ
も
比
べ
ら
れ
て

育
っ
て
き
て
、
自
信
の
な
い
自
分
が
い
ま
し

た
。
自
分
を
あ
ま
り
に
も
大
事
に
し
な
い
で
、

自
己
讃
嘆
も
し
な
い
で
い
て
は
神
様
の
方
に

向
い
て
い
な
い
事
に
な
る
と
、
改
め
て
気
が

付
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
喜
ん
で
、
喜
ん
で
、「
何
が

あ
っ
て
も
大
丈
夫
！
私
は
す
ば
ら
し
い
神
の

子
だ
」
と
毎
日
繰
り
返
し
、
神
想
観
を
丁
寧

に
し
、
神
の
子
の
自
覚
を
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
神
想
観
の
半
分
は
ひ
と
の
た
め

に
祈
る
と
神
様
と
波
長
が
合
う
と
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
実
行
し
ま
す
。
ま
た
来
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

数
年
ぶ
り
に
来
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
浄

ま
っ
た
宇
治
の
大
講
堂
で
聴
く
講
話
は
、
ど

れ
も
ス
ー
ッ
と
心
に
入
っ
て
き
て
「
そ
う

だ
っ
た
、
そ
う
だ
っ
た
！
」
と
何
度
も
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
か
ら
は
「
光
と
闇
は
全
く
関
係

な
い
。
光
が
百
、
闇
は
ゼ
ロ
、
二
つ
を
認
め

て
い
る
心
は
迷
い
の
心
」「
光
一
元
の
人
生
観

感謝と和顔、愛語、讃嘆は一切を光明化する

（
３
頁
か
ら
続
く
）

Ｓ
．
Ａ   

（
40
代
）〈
女
性
〉

Ｕ
．
Ｏ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵 No.105
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思
い
ま
し
た
。
当
時
自
分
に
自
信
が
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
、
私
も
い
つ
も
自
分
の
こ
と

が
嫌
い
で
好
き
に
な
れ
ず
、
生
長
の
家
に
ご

縁
を
頂
き
少
し
ず
つ
心
が
変
わ
っ
て
い
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

榎
本
講
師
の
ご
講
話
の
中
で
「
自
分
自
身

に
感
謝
し
、
調
和
し
て
、
自
分
自
身
を
受
け
入

れ
て
大
好
き
に
な
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
話
さ
れ
た
と
き
、〝
あ
ゝ
そ
う
だ
っ
た
！
〟

と
改
め
て
心
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
常
に
思
い

出
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
前
宇
治
で
研
修
生
だ
っ
た
方
が
、
し
ば

ら
く
教
化
部
で
働
か
れ
て
い
ま
し
た
。
岡
田

浩
二
講
師
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
、

投
げ
や
り
に
な
っ
て
い
た
自
分
に
何
回
も
声

を
掛
け
て
、
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
大

変
感
謝
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
女
が
生
長
の
家
に
ご
縁
を
頂
け
た
の
は
岡

田
講
師
の
お
か
げ
だ
っ
た
の
だ
な
あ
、
と
感

謝
の
思
い
で

ご
講
話
を
聴

か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
講
話
以

外
で
も
バ
ス

の
送
迎
、
お

い
し
い
お
食
事
、
会
場
の
準
備
、
受
付
な
ど

全
て
に
お
い
て
す
ば
ら
し
く
、
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	

　

数
年
ぶ
り
に
講
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
あ
る
人
か
ら
の
攻
撃
が
続
き
、

精
神
的
に
も
参
っ
て
し
ま
い
、
腹
立
た
し
さ

が
止
ま
ら
ず
、
出
来
る
だ
け
顔
を
合
わ
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
思
い
出
す
と

腹
の
底
か
ら
湧
き
出
る
よ
う
に
怒
り
が
わ
く

自
分
に
〝
こ
れ
で
は
だ
め
だ
〟
と
、
知
っ
て

い
る
限
り
の
行
を
し
ま
し
た
。
少
し
は
落
ち

着
い
て
き
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
ま
だ
ス
ッ

キ
リ
せ
ず
に
い
ま
し
た
。

　

ま
た
子
宮
筋
腫
に
も
悩
ま
さ
れ
、
年
齢
的

に
問
題
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
出
血
が

多
く
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
ス
ッ
キ
リ
し
な
い

日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
体
調
的
に
も
〝
今

だ
！
〟
と
い
う
こ
と
で
、
来
な
け
れ
ば
い
け

な
い
要
因
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
思
い
で
来
て
、
第
一
講
話
で
の
榎

本
講
師
の
初
め
の
言
葉
、「
ス
ッ
キ
リ
し
ま

し
ょ
う
。
本
物
が
出
た
ら
ス
ッ
キ
リ
す
る
」を

聴
き
、
求
め

て
い
る
も
の

と
ぴ
っ
た
り

合
い
、
来
て

よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

　

第
二
講
話

の
岡
田
浩
二
講
師
が
警
察
官
だ
っ
た
頃
の
お

話
で
、
私
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
の
こ

と
を
思
い
出
し
、
そ
の
時
の
警
察
官
の
不
平

等
さ
が
と
て
も
腹
立
た
し
く
、
ま
だ
そ
の
こ

と
に
関
し
て
も
自
分
の
中
で
解
決
し
て
い
な

か
っ
た
と
解
か
り
ま
し
た
。
岡
田
講
師
の〝
腹

が
立
つ
〟
と
い
う
体
験
も
今
の
私
に
あ
て
は

ま
る
よ
う
に
思
い
、
そ
ん
な
話
が
聴
け
る
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

浄
心
行
で
「
私
は
生
ま
れ
変
わ
れ
る
」
と

い
う
自
信
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

第
三
講
話
の
岡
田
伊
都
子
講
師
の
お
話
を

聴
い
て
い
る
と
、
私
自
身
の
父
母
に
対
す
る

行
動
、
言
動
は
何
と
感
謝
の
出
来
て
い
な
い

も
の
か
と
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

常
に
自
分
の
思
い
が
中
心
で
、
父
母
の
思
い

を
優
先
さ
せ
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
本
当
に
申
し
訳
な
い
こ
と

を
し
ま
し
た
。

人に喜ばれる人になることが人間の幸福である

Ｋ
．
Ｓ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

（
10
頁
に
続
く
）

宝　　蔵
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全力を出し切った時 更に大なる智慧が湧き出る

自然災害追悼慰霊祭
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9



　

楠
本
先
生
の
お
話
を
引

用
さ
れ
て
「
一
生
懸
命
行ぎ

ょ
うを
し
て
も
、
神
の

み
心
に
叶
っ
て
い
な
い
信
仰
生
活
で
は
だ
め

だ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
聴
き
、
私
が

悩
ん
で
い
た
こ
と
が
解
決
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

浄
心
行
中
に
は
泣
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

閉
会
の
時
、最
後
の
笑
い
で
無
性
に
こ
み
あ
げ

て
く
る
も
の
が
あ
り
、泣
け
て
き
ま
し
た
。
本

当
に
来
て
よ
か
っ
た
！
ま
た
来
た
い
と
思
い

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

八
年
ぶ
り
に
宇
治
別
格
本
山
に
来
ま
し
た
。

家
内
か
ら
「
た
だ
行
く
だ
け
で
よ
い
。
境
内

に
身
を
お
く
だ
け
で
癒
さ
れ
る
か
ら
行
っ
て

来
た
ら
？
」
と
背
中
を
押
さ
れ
て
二
日
間
講

話
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
ま
で
如
何
に
家
内
を
は
じ
め
息

子
達
の
気
持
ち
を
理
解
せ
ず
我
を
通
し
て
き

た
か
、
二
日
間
の
受
講
で
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

特
に
家
内
の
度
重
な
る
「
直
し
て
欲
し
い
」

と
の
一
つ
一
つ
の
助
言
に
も
、私
は
「
わ
か
っ

た
、
わ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
、
自
分
で
は
わ

か
っ
た
つ
も
り
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
当
に
は

わ
か
っ
て

い
な
か
っ

た
こ
と
を

宇
治
に
来

て
本
当
に

強
く
反
省

し
、
自
覚
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
す
ぐ
に
素
直
な
気
持
ち
に
立
ち
返
り
、

家
内
が
願
っ
て
い
た
こ
と
を
実
行
し
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
家
族
と
の
幸
せ
な
家
庭
を

再
構
築
す
る
事
を
決
意
し
ま
し
た
。
宇
治
別

格
本
山
の
講
師
の
皆
さ
ん
、
職
員
の
方
々
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

講
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
私
は
神
の

子
で
あ
り
、神
の
恵
み
そ
の
も
の
で
あ
る
。
喜

び
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
自
分
に
と
っ
て

問
題
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
ほ
ん
の
一
部
で

あ
り
、
他
の
こ
と
は
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

ば
か
り
。
こ
う
で
な
け
れ
ば
、こ
う
あ
る
べ
き

だ
と
枠
を
作
っ
て
、
自
分
で
問
題
を
作
っ
て

引
っ
か
か
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
現

象
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
捉
わ
れ
ず
、
す
べ

て
の
人
は
完
全
円
満
な
神
の
子
で
あ
り
、
神

に
生
か
さ
れ
て
い
る
生
命
で
あ
る
。
喜
ん
で

受
け
取
っ
て
よ
い
の
だ
と
思
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
の
「
神
を
讃
え
る
神
想
観
」
の
実
修
で

は
、
神
に
生
か
さ
れ
、
神
様
か
ら
頂
い
た
生
命

が
と
う
と
う
と
流
れ
入
り
、
ま
た
沸
き
上
が

り
「
神
様
と
一
緒
な
ん
だ
、
知
恵
も
愛
も
生

命
も
す
べ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
念
じ
て

い
る
と
嬉
し
く
て
喜
び
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
は
息
子
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

以
前
宇
治
で
研
修
生
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

宇
治
で
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
息
子
で
し

た
。
息
子
は
宇
治
が
大
好
き
な
の
に
、本
当
は

行
き
た
い
の
に
「
あ
ん
な
に
お
世
話
に
な
っ

た
宇
治
に
自
分
は
何
も
し
て
い
な
い
。
自
信

も
な
く
、
恥
ず
か
し
く
て
行
け
な
い
」
な
ど

の
想
い
で
来
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
日
は
素
直
に
な
っ
て
く
れ
て
、
来

る
こ
と
が
出
来
て
、
本
人
の
魂
が
ど
ん
な
に

喜
ん
で
い
る
か
と
思
う
と
嬉
し
い
で
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

繁栄は愛行の積み重ねの結果である

Ｎ
．
Ｍ   

（
80
代
）〈
男
性
〉

Ｈ
．
Ｉ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

（
７
頁
か
ら
続
く
）

宝　　蔵 No.105
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昨
年
六
月
、嫁
の
乳
ガ
ン
が
見
つ
か
り
、す

ぐ
に
神
癒
祈
願
を
申
し
込
み
、
治
療
終
了
ま

で
一
年
間
続
け
ま
し
た
。
長
い
間
お
世
話
に

な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ガ
ン
は
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
で
複
数
個
あ
り
、
ま
だ

三
十
代
で
も
あ
っ
た
の
で
と
て
も
心
配
し
ま

し
た
。
半
年
間
は
副
作
用
の
強
い
抗
ガ
ン
剤

治
療
を
し
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
と
て

も
効
果
が
あ
り
、
数
回
の
点
滴
で
ガ
ン
が
消

え
ま
し
た
！
他
へ
の
転
移
も
な
く
、
経
過
は

大
変
順
調
で
、
ガ
ン
細
胞
が
消
失
し
て
い
る

か
の
確
認
の
手
術
も
小
さ
い
範
囲
で
済
み
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
放
射
線
治
療
も
、
聞
か
さ
れ
て

い
た
副
作
用
が
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ

と
に
、
治
療
期
間
を
通
し
て
医
師
も
驚
く
ほ

ど
良
い
経
過
を
辿
り
、
今
年
六
月
に
一
年
間

の
治
療
を
終
え
ま
し
た
。

　

嫁
本
人
の
辛
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
子
供
た
ち

の
気
持
ち
や
息
子
の
苦
労
を
思
う
と
、
本
当

に
胸
の
痛
く
な
る
よ
う
な
出
来
事
で
し
た
が
、

無
事
に
皆
笑
顔
で
治
療
終
了
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
治
療
効
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、こ
の
間
、病
院
や
医
療
チ
ー
ム
、友
人
家

族
な
ど
、
周
り
の
方
々
に
恵
ま
れ
て
息
子
一

家
が
支
え
て
い
た
だ
け
た
こ
と
も
含
め
、
神

癒
祈
願
の
お
力
を
頂
い
た
お
陰
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
夫
は
肺
が
ん
の
手
術
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
胸
し
て
み

る
と
、
夫
の
肺
は
通
常
と
は
少
し
変
わ
っ
た

形
を
し
て
い
た
そ
う
で
、
主
治
医
が
予
定
し

て
い
た
よ
り
も
完
璧
に
患
部
を
除
去
で
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
続
い
た
微
熱

も
治
ま
り
、
今
は
と
て
も
元
気
に
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
日
々
、
神
の
子
の
実
相
を
観

て
、
生
か
さ
れ
た
命
を
少
し
で
も
お
役
に
立

て
ま
す
よ
う
、
過
ご
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

娘
か
ら
乳
が
ん
検
診
の
際
、
両
方
に
し
こ

り
の
影
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
、
す
ぐ
に
神
癒

祈
願
を
申
し
込
み
ま
し
た
。
右
は
大
丈
夫
と

の
と
こ
で
、
左
の
繊
維
を
取
る
組
織
診
の
精

密
検
査
の
結
果
待
ち
で
し
た
。
そ
の
間
、
毎

日
、
時
間
が
あ
れ
ば
実
相
円
満
誦
行
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。一
か
月
後
の
今
日
、連
絡
が
あ

り
「
異
状
な
し
」
と
の
診
断
結
果
で
し
た
。　

　

神
癒
の
満
願
成
就
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
神
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

夫
の
肺
が
ん
手
術
が
成
功

Ｙ
．
Ｋ   

〈
女
性
〉

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

真に愛行実践の決意する時 病者も健康となる

嫁
の
乳
が
ん
が
完
治

Ｈ
．
Ｙ   
〈
女
性
〉

乳
が
ん
検
査
結
果
が

　
　
　
　
異
状
な
し
で
し
た

Ｍ
．
Ｔ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵

11

令和５年９月１日



時時 間 ：：９９９９ ２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６ ００９
※

２０～１２２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６ ００００９９９ ２０～１２
※※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補

（
岡田浩二本部講師補岡田浩二本部講師補

（（担当講師のご希望はお受けできません）
使用使用媒体媒体媒体：：：

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
または

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
またはまたはメッセンジャー使用使用媒体媒体媒体

お申し込み
またはまたは

お申し込みお申し込みお申し込み方法：お申し込みお申し込み方法：方法：
メールアドレス 、、またまたはメールアドレスメールアドレスメールアドレス

ページ「生長の
、、またまたは

ページ「生長の家宇治別格本山」
はは

家宇治別格本山」家宇治別格本山」までメ
ッッッセージ

ページ「生長のページ「生長の
セージセージをお願い

ページ「生長のページ「生長のページ「生長の
をお願いをお願い致します
ページ「生長の家宇治別格本山」

致します致します。
家宇治別格本山」家宇治別格本山」家宇治別格本山」家宇治別格本山」
。メッセージ
家宇治別格本山」家宇治別格本山」までメまでメ家宇治別格本山」

メッセージメッセージにお名前
までメ

にお名前にお名前・ッッセージセージセージをお願いをお願いをお願い致します致します致します。。メッセージメッセージメッセージにお名前にお名前にお名前
電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。
担当講師等の連絡事項を返信いたします。

練成会練成会ははは“令和５年９月まで中止”“令和５年９月まで中止”ががが決定
しております。再開しております。再開しております。再開につきましてにつきましてにつきましては、
ホームページまたホームページまたホームページまた で確認する
か、か、か、お電話でお問い合わせください。か、か、お電話でお問い合わせください。お電話でお問い合わせください。
練成会再開までは、土日に「ご先祖と共
に悦びの一日講話」を開催いたします

「先祖・流産児供養祭」は「ご先祖と共に悦びの一日講話」における行事として開催されますが、一日
講話に参加されていない方でもご参列いただけます。ぜひご参列ください。
※供養祭における霊牌奉納をご希望の方は、当日午後２時３０分までに大拝殿１階お受け所までお出
しください。
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「先祖・流産児供養祭」は「ご先祖と共に悦びの一日講話」における行事として開催されますが、一日
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までメ
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練成会練成会ははは“令和５年９月まで中止”“令和５年９月まで中止”ががが決定
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「先祖・流産児供養祭」は「ご先祖と共に悦びの一日講話」における行事として開催されますが、一日
講話に参加されていない方でもご参列いただけます。ぜひご参列ください。
※供養祭における霊牌奉納をご希望の方は、当日午後２時３０分までに大拝殿１階お受け所までお出
しください。

使用
お申し込みお申し込み
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